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『菅
芥
集
』
奥
書
考

は
じ
め
に

『
続
群
書
類
従
』
に
巻
八
二
八
と
し
て
収
載
さ
れ
る

「願
文
集
」
は
、
そ

の
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
写
本
の
内
題
に
よ

っ
て
、
本
来
は

『
菅
芥

集
』
と
い
う
書
名
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
願

（
１
）

文
集
に
つ
い
て
、
『群
書
解
題
』
は
、
複
数
の
人
物
に
よ
る
願
文
を

一
つ
に

集
め
た

「総
集
」
で
あ
る
と
す
る
が
、
実
際
は

一
人
の
作
品
を
ま
と
め
た
、

い
わ
ゆ
る

「別
集
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『群
書
解
題
』
は
、
願
文
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
人
名
を

「作
者
名
」
と
見

な
し
、
同
じ
く
末
尾
に
見
え
る
日
付
か
ら
願
文
製
作
の
年
次
幅
を
推
定
し
て

い
る
。
し
か
し
、
人
名
は
あ
く
ま
で
も

「願
主
の
名
」
で
あ
り
、
ま
た

『菅

芥
集
』
の
写
本
を
た
ど
る
と
、
願
文
に
付
さ
れ
て
い
る
年
次
に
誤
写
が
あ
っ

た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
『菅
芥
集
』

の
願
文
作
者
を
検
討
し
た
結
果
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
活
躍
し
、
土
御
門

・
順

徳

。
後
堀
河

。
四
条

。
後
嵯
峨
の
五
代
に
わ
た
り
侍
読
を
勤
め
た
、
菅
原
為

中

真

弓

長

（
一
一
五
八
～

一
二
四
六
）
の
存
在
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。

こ
の

『
菅
芥
集
』
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
二
種
類
の
伝
本
を
確
認
で
き
る
。

一
つ
は
醍
醐
寺
本
を
は
じ
め
と
す
る
系
統
、
も
う

一
つ
は
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
蔵
本

（田
中
穣
氏
旧
蔵
本
。
以
下
、
歴
博
本
と
す
る
）
で
あ
る
。
諸
本

の
伝
来
に

つ
い
て
は
、
そ
の
奥
書
識
語
等
か
ら
三

つ
の
時
期
が
大
き
く
関

わ

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
三
期
を
、
伝
来
に
関
係
し
た
人
物
た

ち
、
す
な
わ
ち

（
こ

元
方
祥
拐

・
隆
済
、
公
し

義
演
准
后

・
尭
円
、

（三
）
果
快

・
賢
賀
の
活
動
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
考
察
を
進
め
た
い
。

本
稿
は
、
鎌
倉
初
期
に
為
長
に
よ

っ
て
作
文
さ
れ
た
願
文
群
が
、
中
世

。
近

世
を
通
し
て
享
受
さ
れ
、
『
続
群
書
類
従
』
の

一
書
と
し
て
加
え
ら
れ
る
に

至
る
ま
で
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

『菅
芥
集
』
の
文
学
的
享
受
―
五
山
僧
の
講
義

『
菅
芥
集
』
の
二
系
統
の
奥
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

２
つ
。



祥
―
云
々

斉
仝

ム
　

　

　

拐

享
徳
元
九
十
四
了
談
読
畢

（歴
博
本
奥
書
）

斉
ム
云
　
　
　
　
祥
拐

享
徳
元
十

一
十
三
了
和
尚
談
読
下
点
了

朱
是
也

道
号
元
方
一ム
々

庵
号
天
祐

（醍
醐
寺
本
奥
書
）

一人
の
人
物
に
つ
い
て
、
ま
ず
考
察
し
た
い
。

こ
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
一

（１
）
元
方
祥
拐

一
四
五
二
）
九
月
十
四
日
お
よ

先
に
掲
げ
た
奥
書
か
ら
は
、
享
徳
元
年

（

び
十

一
月
十
二
日
に
、
「
了
和
尚
」
な
る
人
物

に
よ

っ
て

『
菅
芥
集
』
の

さ
ら
に
、
醍
醐
寺
本
系
統
の
奥

「
談
読
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
い
う
名
が
見
え
、
道
号
は
元

書

で
は
、
「
了
」
の
字

の
傍
注
に

「祥
拐
」

方
、
庵
号
は
天
祐
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
と
し
て
比
定
さ
れ
る
の
が
、

室
町
時
代
の
五
山
僧
、
元
方
祥
榜
で
あ
る
。

　

　

（↓
　

卜詳
し
い
。

元
方
祥
拐
に
つ
い
て
は
、
上
村
観
光

『
五
山
詩
僧
伝
』
″

永
享
、
享
徳
の

元
芳
字
は
正
拐
。
其
の
師
承
と
生
年
月
を
詳
に
せ
ず
。

頃
、
建
仁
寺
の
洞
春
庵
に
住
し
て
文
名
を

一
代
に
馳
せ
、
東
福
寺
の
以

篤
信
中
、
建
仁
寺
の
九
鼎
器
重
、
瑞
厳
龍
握
等
と
深
く
道
交
を
締
し
、

唱
酬
来
住
常
に
絶
ゆ
る
こ
と
な
か
り
し
と
云
ふ
。
四
六
文
に
工
に
し
て

今
時
伝
ふ
る
と
こ
ろ
の
遺
稿
中
、
尚
ほ
四
十
六
篇
の
多
き
を
存
す
。
曾

て
鍾
道
の
像
讃
を
作
る
。
文
に
云
く
、
（讃
の
部
分
を
省
略
）

久
し
く
洞
春
庵
に
住
し
て
禅
余
読
書
を
専
に
し
、
功
名
の
外
に
超
脱
じ

て
曾
て
諸
山
に
出
世
せ
ず
、
位
は
蔵
主
を
以
て
終
る
。
遺
稿
を
越
雪
集

と
云
ふ

（。
）
今
時
伝

へ
て
法
社
の
徒
、
之
を
珍
と
す
。

『
五
山
詩
僧
伝
』
で
は
、
元
方
祥
榜
が
建
仁
寺
洞
春
庵
に
住
し
た
時
期
を

「
永
享
、
享
徳
の
頃
」
２

四
二
九
～
四

一
年
、　
一
四
五
二
～
五
五
年
）
と
す

る
。
建
仁
寺
の
洞
春
庵
は
、
別
源
円
旨
を
開
基
と
す
る
塔
頭
で
、
元
方
祥
拐

は
そ
の
七
世
を
勤
め
た
。
元
方
祥
拐
は
曹
洞
宗
宏
智
派
と
考
え
ら
れ
る
が
、

師
承
関
係
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
生
没
年
も
明
ら
か
で
な
い
。
別

源
円
旨
は
越
前
の
人
で
あ

っ
た
が
、
元
方
祥
拐
も
ま
た
、
彼
の
作
品
名
か
ら

越
前
出
身
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

詩
僧
と
し
て
の
元
方
祥
拐
の
活
躍
は
、
そ
の

『
越
雪
集
』
と
い
う
作
品
に

結
実
し
て
い
る
。
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
建
仁
寺
の
大
中
院
と
両
足

院
に
伝
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

越
雪
集
　
　
洞
春
之
正
稜
蔵
主
　
総
計
四
十
篇
　
此
篇
十
五

右
は
両
足
院
蔵
本
の
内
題
で
あ
る
が
、
こ
の
作
者
表
記
を
め
ぐ

っ
て
、
玉

村
竹
二
氏
は

『
五
山
文
学
新
集
』
の
解
説
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

作
者
伝
記
　
一九
方
正
拐
。
法
諄
は
正
拐
、
道
琥
は
元
方
。
そ
の
法
諄
も
、

『
東
山
塔
頭
略
伝
』
、
『
東
山
塔
頭
籍
井
宗
派
』
の
や
う
な

一
応
信
憑
す

べ
き
記
録
に
は

コ
九
方
拐
蔵
主
」
と
見
え
る
の
み
で
、
そ
の
系
字
を

「正
」
と
す
る
の
は
、
今
こ
ゝ
に
用
ひ
た
底
本
を
含
む
諸
写
本
の
内
題



下
に

「
洞
春
之
正
稜
蔵
本
」
と
註
記
が
あ
る
の
に
よ
つ
て
知
る
の
み
で

あ
る
。
果
し
て
正
拐

で
正
し
き
か
否
か
、
遠
か
に
断
定
出
来
な
い
。

「
元
方
□
拐
」
と
し
て
、
法
諄
の
上
字
は
不
詳
と
し
て
お
い
た
方
が
よ

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
…

玉
村
氏
は
法
諄
に
つ
い
て
慎
重
な
態
度
を
と
ら
れ
て
い
る
が
、
『
菅
芥
集
』

伝
本
奥
書
の
存
在
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が

「祥
榜
」
で
あ

っ
た
可
能
性
を
提
示

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
菅
芥
集
』
醍
醐
寺
本
系
統
や
歴
博
本
の
奥
書
に
そ
れ
ぞ
れ

「
了
和
尚
」

お
よ
び

「
了
」
と
見
え
る
表
記
は
、
法
諄
の

「
祥
枡
」
の
下
字
に
よ
り
称
し

た
も
の
で
あ
る
。
歴
博
本
で
は
、
「
了
」
に
見
せ
消
ち
が
施
さ
れ
、
「
拐
」
の

字
に
敢
え
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
願
文
本
文
に
は
、
「
了
日
、
・こ

と
し
て
所
々
に
注
が
あ
り
、
語
義
や
字
義
の
解
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
『
菅

芥
集
』
講
義
の
場
に
お
い
て
、
元
方
祥
拐
が
願
文
を
読
み
下
し
な
が
ら
、
意

味
の
解
説
も
織
り
交
ぜ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

『
五
山
詩
僧
伝
』
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
越
雪
集
』
所
収
の
作

品
か
ら
は
彼
が
四
六
餅
優
文
を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
菅

芥
集
』
が
収
め
る
願
文
と
い
う
文
体
は
四
六
体
が
多
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
講
義
し
た
人
物
と
し
て
の
妥
当
性
が
思
い
合
わ
せ
ら
れ
よ
う
。

元
方
祥
拐
に
よ
る

『
菅
芥
集
』
の
講
義
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
享
徳
元
年

（
一
四
五
二
）
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
『
菅
芥
集
』
講
義
は
、
彼
が
建
仁
寺
で
活

躍
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
あ
た
り
、
し
か
も
元
方
祥
拐
の
最
晩
年
の
事
跡

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（２
）
隆
済

『
菅
芥
集
』
奥
書
に
は
、
「斉
ム
云
」
と
い
う
語
句
が
見
え
る
。

「
ム
」
と
い
う
字
は
、
こ
こ
で
は

「私
」
の
省
略
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
次
に
そ
の
例
を
示
そ
う
。

済
私
云
、
右
加
任
長
者
口
宣
案
也
。
加
任
者
非

一
長
者
末
長
者

〈
二
三

四
是
也
。
〉
是
ヲ
加
任
卜
号
ス
ル
也
　
　
寅
云
、
済
卜
者
隆
済
ノ
事
也
。

（
７
）

∩
醍
醐
寺
新
要
録
』
巻
第
十
二

・
報
恩
院
篇
）

こ
れ
は
、
義
演
准
后
が
編
纂
し
た

『醍
醐
寺
新
要
録
』
の
記
事
で
あ
る
。

引
用
冒
頭
に
あ
る

「済
私
云
」
と
い
う
語
句
は

「済
、　
私

に
云
く
」
と
読

め
る
が
、
こ
の

「済
」
と
い
う
字
に
対
し
、
末
尾
に

「済
卜
者
、
隆
済
ノ
事

也
」
と
い
う
注
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
注
で
は
、
只
義
）
演
云
」
と
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
一扁
の
部
分
を
省
略
し
て

「寅
云
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
敷
街
す
れ
ば
、
『菅
芥
集
』
の
奥
書
に
見
ら
れ
る

「斉
ム
云
」
は
、

「済
私
云
」
の
芳
の
み
を
採

っ
た
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、

『菅
芥
集
』
奥
書
の

「斉

（
＝
済
と

も
ま
た
、
右
の

『醍
醐
寺
新
要
録
』
の

用
例
と
同
じ
く
、
隆
済
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

隆
済
は
、
中
納
言
中
御
門
宗
量
の
息
で
、
応
永
十
六
年

（
一
四
〇
九
）
生
。

醍
醐
寺
報
恩
院
第
十
二
世
で
東
寺
第
百
八
十
代
長
者
を
兼
ね
た
。
水
本
法
務

（
８
）

僧
正
と
称
さ
れ
る
。
「醍
醐
寺
報
恩
院
門
跡
代
々
昇
進
事
」
に
よ
れ
ば
、
応

永
三
十
四
年

（
一
四
二
七
）
四
月
に
権
律
師
に
任
ぜ
ら
れ

（十
九
歳
）
、
同

三
十
五
年
間
二
月
に
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た

（二
十
歳
）。
そ
の
後
、
正
長
二

年

（
一
四
二
九
）
八
月
に
権
少
僧
都

（二
十

一
歳
）、
永
享
三
年

（
一
四
三

一
）
四
月
に
権
大
僧
都

（二
十
三
歳
）、
宝
徳
三
年

（
一
四
五

一
）
四
月
に



権
僧
正

（四
十
三
歳
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）
十
月
に

は
東
寺
二
長
者
に
補
せ
ら
れ
た

（四
十
九
歳
）
。
文
明
元
年

（
一
四
六
九
）

六
月
二
日
に
僧
正
と
な
り
、
同
日
に
東
寺

一
長
者
に
転
じ
、
御
持
僧
の
宣
下

を
う
け
た

（六
十

一
歳
）。
没
年
は
文
明
二
年

（
一
四
七
〇
）、
六
十
二
歳
。

隆
済
が
、
先
の
元
方
祥
拐
と
同
時
代
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
元
方
祥
拐
に
よ
る

『菅
芥
集
』
の
講
義
は
、
享
徳
元
年

（
一
四
五

二
）
に
行
わ
れ
て
お
り
、
隆
済
は
当
時
四
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
隆
済
が
元
方

祥
枡
の
講
義
を
直
接
受
け
、
そ
の
注
釈
を
書
き
留
め
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

２つ
。な

お
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
奥
書
に
あ
る

「
了
」
の
字
だ
け
で
な
く
、

作
品
中
に
施
さ
れ
て
い
る
注
に
は
、
全
て

「
了
日
、
・・Ｌ

と
あ
る
。
本
来
の

名
の

「
拐
」
の
通
字
と
し
て
、
同
音
で
画
数
の
少
な
い

「
了
」
の
字
が
使
用

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「
了
」
の
字
に
対
し
、
祥
拐
の
情
報
を
詳
し
く

注
釈
し
て
い
る
奥
書
部
分
が
、
隆
済
自
身
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
は
残
さ
れ
る
。
作
品
中
に

一
貫
し
て

「
了
」
の
字
を
使
用
し
、
最
後
に
正

式
な
名
前
を
注
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
隆
済
の
注
で
あ
る
と
見
な
す

こ
と
も
で
き
る
。

以
上
、
享
徳
元
年
、
建
仁
寺
の
元
方
祥
拐
に
よ

っ
て
講
義
さ
れ
た

『
菅
芥

集
』
を
、
醍
醐
寺
報
恩
院
の
隆
済
が
享
受
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
四
六
騨

個
文
を
得
意
と
し
た
元
方
祥
拐
に
よ
る
願
文
の
講
義
は
、
五
山
文
学
研
究
に

お
い
て
も
興
味
深
い
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
室
町
時
代
に
お
け
る
五

山
僧
と
密
教
僧
の
、
文
学
作
品
を
介
し
て
の
交
流
を
知
る
上
で
、　
一
つ
の
貴

重
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
　
慶
長
十
三
年
の
書
写
活
動
―
義
演
准
后

・
尭
円

醍
醐
寺
本
を
書
写
し
た
観
智
院
本

ａ

（賢
賀
修
繕
本
）
、
さ
ら
に
そ
れ
を

書
写
し
た
書
陵
部
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
存
在
す
る
。

慶
長
十
三
年
夷
則
上
旬
天
以
義
―
准
后

御
本
教
他
筆
終
写
功
臭

法
印
尭
円

（慶
長
十
二
年
夷
則
上
旬
天
、
義
―
准
后
の
御
本
を
以
て
他
筆
を
し
て

写
の
功
を
終
ふ
。
法
印
尭
円
）

引
用
中

の

「義
―
准
后
」
と
は
、
醍
醐
寺
第
八
十
代
座
主

の

「義
演
准

后
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
奥
書

の
内
容
か
ら
、
慶
長
十
二
年

（
王
ハ
○

八
）
夷
則

（七
月
）
上
旬
に
、
義
演
所
有
の

『
菅
芥
集
』
を
親
本
と
し
て
、

「
法
印
尭
円
」
が
他
筆
に
よ
り
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
義
演
と

尭
円
の

『
菅
芥
集
』
書
写
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
た
い
。

（１
）
義
演

義
演
准
后
は
、
醍
醐
寺
第
八
十
代
座
主
と
な
り
、
文
禄
三
年

（
一
五
九

四
）
七
月
に
は
第
百
八
十
八
代
東
寺
長
者
も
兼
ね
た
。
生
没
年
は
弘
治
四

（
一
五
五
八
）
～
寛
永
三

（
一
六
二
六
）
、
六
十
九
歳
。
義
演
は
、
『
醍
醐
寺

新
要
録
』
を
編
纂
す
る
た
め
に
膨
大
な
聖
教
類
の
蒐
集
し
、
そ
の
後
も
書
写

（９
）

事
業
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
そ
の
中
に
は
義
演
手
沢
に
か
か
る
も
の
も
数
多
く

あ
り
、
『義
演
准
后
日
記
』
に
は
、
自
ら
書
写
し
た
資
料
の
名
が
何
点
か
記

（
１０
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―

録
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
八
）
七
月
二
十
日
条
に
は
、
「
願



文
集
書
写
了
」
と
い
う
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
義
演
に
は
幾

つ
か
の
願
文
集

書
写
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
に
義
演
が
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
次

の
資
料
で
あ
る
。

〔外
題
〕
願
文
集
西
園
寺

〔奥
書
〕
干
時
慶
長
十
三
載

〈戊
申
〉
孟
秋
染
疎
竃
央
。

准
三
后
義
演

翁
醍
醐
寺
文
書
』
第
１７４
函

。
第
８
号
）

慶
長
十
三
年
七
月

（二
十
日
）
と
い
う
時
期
が
、
『菅
芥
集
』
奥
書
に
見

え
る

「慶
長
十
三
年
夷
則
上
旬
天
」
と
非
常
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
に
は
注

目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
願
文
集
を
書
写
し
た
前
日
、
す
な
わ
ち
七
月
十
九

日
に
義
演
が
書
写
作
業
を
終
え
た
資
料
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

〔外
題
〕
詞
花
目
足

〔奥
書
〕
曾
雖
不
翫
詞
花
、
柳
以
為
茂
言
集
。
慶
長
十
三
歳
夷
則
十
九
日

書
了
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
演

翁
醍
醐
寺
文
書
』
第
１７４
函

。
第
９
号
）

義
演
が
こ
の
時
期
、
集
中
的
に
願
文
集
等
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
尭
円
に
よ
る

『菅
芥
集
』
書
写
も
、
義
演
の
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
右
に
挙
げ
た
二
点
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る

『
醍
醐
寺
文
書
』
第
１７４
函
は
雑
書
箱
で
あ
り
、
仏
教
関
係
以
外
の
漢
詩
文
集

な
ど
の
写
本
が
何
点
か
確
認
で
き
る
。
当
函
に
は
義
演
自
筆
関
係
の
も
の
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
醍
醐
寺
本

『菅
芥
集
』
も
含
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
醍
醐
寺
本

『菅
芥
集
』
は
、
そ
の
筆
跡
お
よ
び
義
演
関
係
資
料

群
の
中
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
義
演
手
沢
本
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（２
）
尭
円

観
智
院
本

ａ
の
書
写
者
で
あ
る
尭
円
は
、
阿
野
実
顕
の
息
で
、
右
大
臣
今

出
川
晴
季
の
猶
子
と
な
る
。
尭
雅

（醍
醐
寺
松
橋
流
第
十
九
世

。
東
寺
百
八

十
七
代
長
者
）
の
も
と
に
入
室
し
出
家
、
付
法
を
受
け
、
そ
の
跡
を
継
い
で

松
橋
流
第
二
十
世
と
な
る
。
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）
十
二
月
二
十
八
日
に

は
、
義
演
に
次
い
で
第
百
八
十
九
代
東
寺
長
者
と
な

っ
た
。
元
亀
元
年

（
一

五
七
〇
）
生
、
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
六
）
没
、
六
十
七
歳
。
松
橋
流
は
三

宝
院
流
の
支
流
で
あ
り
、
無
量
寿
院
二
世
の
尊
勝
房

一
海
を
祖
と
す
る
こ
と

か
ら
無
量
寿
院
と
も
称
さ
れ
る
。
尭
円
は
そ
こ
か
ら

「松
橋
法
印
」
と
呼
ば

れ
た
。
『
菅
芥
集
』
奥
書
に
見
え
る
慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
八
）
七
月
当
時
、

尭
円
の
行
跡
は
次
の

『
義
演
准
后
日
記
』
に
確
認
で
き
る
。

色
衆

菩仁
提
院
権
僧
正
兇
願
　
松酉
橋
法
印
嚇
円
　
　
尭東
喩
法
印
光
明
院

（慶
長
十
二
年
七
月
六
日
条
）

こ
の
日
、
醍
醐
寺
で
は
法
会
が
催
さ
れ
て
お
り
、
尭
円
は
色
衆
の

一
人
と

し
て
唄
師
を
務
め
て
い
る
。
『
義
演
准
后
日
記
』
に
お
け
る
後
半
生
の
記
事

に
は
、
尭
円
の
名
が
頻
繁
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
義
演
と
の
交
流
も
看
取

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
尭
円
は
聖
教
類
の
書
写
事
業
を
進
め
る
義
演
の
影

響
の
下
に
あ
り
、
『
菅
芥
集
』
義
演
手
沢
本

（醍
醐
寺
本
）
を
借
り
受
け
書

写
し
た
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
両
者
の
繋
が
り
が
存
在
し
た
。
尭
円
は
義

演
准
后
の
跡
を
継
い
で
第
百
八
十
九
代
東
寺
長
者
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
は
、
東
寺
観
智
院
に

『
菅
芥
集
』
が
伝
来
し
た
こ
と
と
も
関
係
し
よ
う
。



〓
一　
東
寺
観
智
院
に
お
け
る
補
修
事
業
―
果
快
と
賢
賀

次
に
、
東
寺
観
智
院
第
十
二
世
果
快

。
第
十
三
世
賢
賀
に
よ
る
観
智
院
聖

教
の
補
修
事
業
と
、
『菅
芥
集
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

（１
）
果
快

観
智
院
蔵
の
一
本

（観
智
院
本
ｂ
、
観
智
院
聖
教
第
２９３
箱
９７
号
）
の
裏
表

紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
あ
る
。

寛
文
元
年

〈辛
丑
〉
菊
月
廿
五
日
以
為
適
卿
御
本
書
写
畢

権
少
僧
都
果
快

こ
の
本
を
書
写
し
た
果
快
は
、
東
寺
観
智
院
第
十
二
世
で
あ
る
。
彼
は
五

条
為
適

（
一
五
九
七
～

一
六
五
三
）
の
息
で
、
兄
に
東
寺
宝
菩
提
院
の
亮
兼
、

弟
に
醍
醐
寺
金
剛
王
院
の
実
快
が
い
る
。
承
応
四
年

（
一
六
五
五
）
に
権
少

僧
都
、
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
に
権
大
僧
都
、
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）

に
法
印
と
な
っ
た
。
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）
没
、
七
十
五
歳
。

果
快
は
、
東
寺
の
伽
藍
の
再
興
に
力
を
尽
く
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

特
に
、
文
禄
五
年

（
一
五
九
六
）
に
起
こ
っ
た
大
地
震
に
よ
り
崩
壊
し
た
観

智
院
を
復
興
さ
せ
た
事
跡
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
復
興
後
は
観
智
院
の
古

文
書

・
聖
教
を
整
備
し
、
多
く
の
修
補
校
訂
を
行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
特

に
願
文
の
書
写
を
盛
ん
に
お
こ
な
い
、
研
鑽
に
励
ん
だ
形
跡
が
顕
著
で
あ
る

（
‐２
）

点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

『菅
芥
集
』
と
の
関
わ
り
で
重
要
な
点
は
、
果
快
が
書
写
の
際
に
親
本
と

し
た
の
が
父
五
条
為
適
の
所
蔵
本
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
呆
快
の
出

自
で
あ
る
五
条
家
は
、
菅
原
為
長
の
子
、
高
長
か
ら
始
ま

っ
た
家
で
あ
り
、

為
長
の

『
菅
芥
集
』
が
伝
来
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
果
快
書
写
の

『
菅
芥
集
』
は
、
隆
済
に
よ
る
注
記
で
あ
る
こ
と

を
示
す

「斉
ム
云
」
の
部
分
を

「本
云
」
と
変
え
て
お
り
、
果
快
以
前
の
親

本
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
元
方
祥
拐

・
隆
済
の
時
期
以
降
に
書
写
さ
れ
た
本

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
資
料
の
中
に
は
、
果
快
が
為
適
自
筆
本
を
書
写
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る

一
群
が
あ
り
、
『
菅
芥
集
』
も
そ
の
中
の

一
点
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
ら
の
奥
書
類
を
参
考
と
し
て
以
下
に
掲
げ
る
。

０
　
「
東
大
寺
大
仏
供
養
記
一ユ
籠
」
（第
２９３
箱
９５
号
）

〔奥
書
〕

本
云

這

一
冊
吉
本
草
字
殊
悪
筆
故
不
字
正
以
推
量
令
模
写
焉
馬
之
誤
且
千
已

而
不
顧
禿
亀
遂
書
写
功
詑

寛
永
十
二
年

〈丙
子
〉
歳
姑
洗
上
旬
　
大
府
卿
菅
原
為
適

②
　
「
表
白
集
結
縁
潅
頂
」
（第
２９３
箱
９６
号
）

〔奥
書
〕

本
云

此

一
校
寛
永
十
九
七
三
日
於
　
仙
洞
奉
為
　
中
和
門
院
結
縁
潅
頂
被
修

時
大
門
主
被
遊
下
也
院
別
当
諷
誦
欺
無
願
文

〔裏
表
紙
〕

寛
文
元
年

〈辛
丑
〉
閏
八
月
十

一
日
以
為
適
卿
自
筆
本
書
写
畢

権
僧
都
果
快



０
　
「願
文
集
堂
塔
供
養
」
（第
２９３
箱
９８
号
）

〔奥
書
〕

文
禄
三
年
七
月
二
十
二
日導

師
三
宝
院

従
二
位
行
権
中
納
言
兼
式
部
大
輔
菅
原
盛
長
卿
草

〔裏
表
紙
〕

寛
文
元
年

〈辛
丑
〉
菊
月
十
九
日
以
為
適
卿
御
本
書
写
畢

果
快
姓八

囲
　
「表
白
集
緩
麟
羅
供
」
（第
２９４
箱
８
号
）

〔裏
表
紙
〕

寛
文
元
年
応
鐘
中
旬
以
為
適
卿
自
筆
之
本
謄
写
之
了

権
少
僧
都
果
快

右
の
０
～
０
は
、
い
ず
れ
も
果
快
が
為
適
自
筆
本
を
も
と
に
書
写
し
た
典

籍
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
②
～
０
は
、
そ
れ
ぞ
れ
寛
文
元
年

（
一
六
六

一
）
閏

八
月
、
九
月

（菊
月
）、
十
月

（応
鐘
）
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

先
に
掲
げ
た

『菅
芥
集
』
観
智
院
本
ｂ
の
書
写
奥
書
も
、
寛
文
元
年
九
月
二

十
五
日
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
と
同
時
期
の
書
写
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

（２
）
賢
賀

観
智
院
第
十
三
世
の
賢
賀
は
、
観
智
院
本

ａ

（第
１１６
箱
１８
号
）
の
修
補
を

行

っ
た
人
物
で
あ
る
。

賢
賀
は
権
中
納
言
持
明
院
基
輔

（
一
六
五
八
～

一
七

一
四
）
の
二
男
。
貞

享
元
年

（
一
六
八
四
）
生
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
没
、
八
十
六
歳
。
元

禄
六
年

（
一
六
九
二
）
に
果
快
の
室
に
入
り
、
三
密
喩
伽
を
学
び
両
部
の
潅

頂
を
受
け
た
。
賢
賀
は
、
師
で
あ
る
果
快
の
事
業
を
受
け
継
い
で
観
智
院
聖

教
の
修
補
校
訂
を
お
こ
な

っ
た
。
ま
た
数
多
く
の
仏
画
類
の
修
復
に
も
尽
力

し
た
。
そ
の
際
に
は
、
多
く
の
聖
教
箱
を
製
作
し
、
膨
大
な
聖
教
を
整
理
し

（‐４
）

た
。賢

賀
は
聖
教
箱
に
自
ら
箱
番
号
を
記
し
て
お
り
、
修
補
校
訂
し
た
聖
教
に

も
自
筆
で
補
修
奥
書
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
賢
賀
の
書
体
は

特
徴
的
で
あ
る
。
彼
の
出
自
で
あ
る
持
明
院
家
に
は
扁
額
用
デ
ザ
イ
ン
文
字

の
書
法
が
伝
わ

っ
て
お
り
、
賢
賀
は
そ
の
持
明
院
流
の
書
家
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
た
。
賢
賀
は
各
地
の
寺
社
の
扁
額
を
数
多
く
揮
塁
し
て
お
り
、
松
平

定
信
が
編
纂
さ
せ
た

『
集
古
十
種
』
の
扁
額
部
に
も
賢
賀
筆
の
も
の
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

観
智
院
聖
教
第
１６６
箱
１
号
は
、
巻
子
本

一
軸
に
願
文
を

一
首
書
写
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
外
題
の

「
願
文

〈仁
治
四
年
二
月
六
日
　
天
台
座
主
慈
源
〉

観
智
院
」
お
よ
び
本
文
は
、
明
ら
か
に
賢
賀
の
筆
跡
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

内
容
は
、
『
菅
芥
集
』
観
智
院
本
ｂ

（果
快
書
写
本
）
の
み
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
最
後
の
願
文
で
あ
る
。
行
取
り
を
せ
ず
に
書
か
れ
て
い
る
点
が
他
の
願

文
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
観
智
院
本
ｂ
の
奥
書
で
は
、
菅
原
為
適
自
筆
本
を

書
写
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
賢
賀
が
書
写
し
た
第
１６６
箱
１
号
の

資
料
の
存
在
か
ら
す
る
と
、
最
後
の
願
文
は
別
紙
に
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る

だ
ろ
う
。



お
わ
り
に

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『続
群
書
類
従
』
（写
本
）
の
巻
八
二
七

「
江
都
督
納

言
願
文
集
」
は
、
次
の
よ
う
な
賢
賀
に
よ
る
修
補
奥
書
を
有
し
て
い
る
。

延
享
第
五
歳
舎
戊
辰
初
夏
廿
二
日
遂
繕
装

収
函
取
了
後
葉
餘
本
有
之
者
補
写

僧
正
賢
賀
赫鍬
五

右
は
、
本
来
東
寺
観
智
院
に
あ

っ
た
伝
本
を
謄
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
資

（
‐５
）

料
で
あ
る
。
こ
の
修
補
奥
書
に
記
さ
れ
た
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）
四
月
二

十
二
日
と
い
う
年
月
日
は
、
先
に
取
り
上
げ
た

『菅
芥
集
』
観
智
院
本

ａ
と
、

次
に
示
す
よ
う
に
完
全
に

一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
冊
之
内
一ム

々
閥
本
決
定
也

後
葉
補
之
加
修
飾
了

延
享
五
戊
辰
歳
首
夏
廿
二
日僧

正
賢
賀
赳警五

翁
菅
芥
集
』
観
智
院
本

ａ
の
修
補
奥
書
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本

ａ
と
先
の

「
江
都
督
納
言
願
文
集
」
の
親
本
は
、

同
じ
時
に
補
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
陵
部
蔵

『
続
群
書
類
従
』
巻
八

二
八

「
願
文
集
」
（す
な
わ
ち

『
菅
芥
集
し

に
は
右
の
修
補
奥
書
は
存
在
し

な
い
が
、
「菅
芥
集
」
と
い
う
内
題
は
賢
賀
の
個
性
的
な
書
体
を
示
し
て
お

り
、
巻
八
二
七
と
巻
八
二
八
は
同
じ
伝
来
の
経
路
を
辿

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

『続
群
書
類
従
』
が
版
本
と
な

っ
た
と
き
、
『
菅
芥
集
』
の
書
名
は
削
ら
れ
、

忘
れ
さ
ら
れ
た
。
本
稿

で
は
、
『
菅
芥
集
』
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
伝
来
の

経
緯
に
つ
い
て
、
各
時
期
に
関
わ
り
を
も

っ
た
人
物
た
ち
を
中
心
に
考
察
を

お
こ
な

っ
た
。

注（１
）

『群
書
解
題
』
第
七
巻

・
釈
教
部

・
「願
文
集
」
（続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
二
年
）。

（２
）

本
稿
は
、
以
下
の
拙
稿
と
相
補
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
川
真
弓

「『菅
芥
集
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」
翁
詞
林
』
三
七
、
二

〇
〇
五
年
四
月
）。

中
川
真
弓

「醍
醐
寺
蔵

『菅
芥
集
』
に
つ
い
て
―
付
翻
刻
」
「
仏
教
修
法
と

文
学
的
表
現
に
関
す
る
文
献
学
的
考
察
―
夢
記

・
伝
承

。
文
学
の
発
生
―
』

荒
木
浩

平
成
１４
年
度
～
平
成
１６
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

〔基
盤
研
究
０

０
〕
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）。

中
川
真
弓

「国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵

『菅
芥
集
』
に
つ
い

て
―
付
翻
刻
」
（荒
木
浩
編

『小
野
随
心
院
所
蔵
の
密
教
文
献

。
図
像
調
査

を
基
盤
と
す
る
相
関
的

・
総
合
的
研
究
と
そ
の
探
求
』
大
阪
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
共
同
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）。

中
川
真
弓

「嵯
峨
念
仏
房
関
係
願
文
考
―

『菅
芥
集
』
所
収
願
文
を
め
ぐ
っ

て
―
」
「
中
世
文
学
』
五
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）。

（３
）

『五
山
文
学
全
集
』
別
巻
、
思
文
閣
出
版
、　
一
九
七
三
年
復
刻
版
。

（４
）

玉
村
竹
二
編

『五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
〔新
装
版
〕
思
文
閣
出
版
、
二
〇

〇
三
年
。

（５
）

玉
村
竹
二
編

『五
山
文
学
新
集
』
別
巻
二

「越
雪
集
　
解
説
」、
東
京
大

学
出
版
会
、　
一
九
八

一
年
。

（６
）

法
諄

。
道
号
に
関
し
て
は
、
次
の
玉
村
竹
二
氏
編

『
五
山
禅
僧
伝
記
集

成
』
〔新
装
版
〕
（思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
の
用
語
解
題

。
「道
号



（ど
う
ご
う
と

の
項

（七
四
三
～
七
四
四
頁
）
に
詳
し
い
。

あ
る
程
度
の
法
階
に
昇
進
す
る
と
、
本
師

（受
業
師
）
又
は
尊
崇
す

る
先
輩
よ
り
授
け
ら
れ
る
称
号
。
本
来
、
中
国
僧
は
居
処
を
法
諄
に
冠

し
て
四
字
連
称
す
る
の
が
正
式
の
称
呼
法
で
、
こ
れ
は
そ
の
上
の
二
字

で
、
臨
済
義
玄
の

「臨
済
」、
洞
山
良
扮
の

「洞
山
」
等
が
そ
れ
で
あ

２
つ
。
　
・
・
・

俗
の
字
の
影
響
が
あ
る
た
め
、
自
己
よ
り
上
位
の
人
を
呼
ぶ
に
は
道

号
を
用
い
、
下
位
の
人
に
は
法
諄
を
用
い
、
自
称
す
る
と
き
は
上
位
に

対
し
て
は
法
詳
を
用
い
、
下
位
Ｅ
対
し
て
は
道
号
を
用
い
る
。
下
位
に

矧
Ы
ｄ
可
司
翻
副
日
割
劉
測
酬
刊
Ⅵ
劇
劉
訓
「
Ｊ
割
釧
劉
四
司
引
剰
引
引

ｄ
割
劇
測
劉
謝
刊
ヨ
劇
Ｊ
割
刑
剣
馴
Ч

て
Ｉ
Ｊ
コ
劉
剣
ｑ
倒
判
倒
剣

「―剣
「

と
か

「禅
人
」
と
か
を
付
し
て
称
す
る
。
愚
中
周
及
を
及
上
人
と
か
及

禅
人
と
か
及
蔵
主
と
か
及
公
と
か
い
う
が
如
く
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

日

劉

ヨ

引

劇

到

劉

剤

∃

剛

８

８

朝

日

冽

創

劉

法
諄
の
完
全
な
二
字
の
称
呼
は
不
明
と
な
る
場
合
が
多
い
。
…

（７
）

『醍
醐
寺
新
要
録
』
下
巻
、
京
都
府
教
育
委
員
会
編
、　
一
九
五
三
年
。

（８
）

『
三
宝
院
旧
記
』
九
所
収
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
に
て
確
認

し
た
。

（９
）

奥
田
勲

「義
演
准
后
と
醍
醐
寺
聖
教
に
つ
い
て
」
「
醍
醐
寺
文
化
財
研
究

所
研
究
紀
要
』
八
、　
一
九
八
六
年
三
月
）
参
照
。

（１０
）

赤
松
俊
秀

「醍
醐
寺
新
要
録
に
つ
い
て
」
「
醍
醐
寺
新
要
録
』
下
巻
、
京

都
府
教
育
委
員
会
編
、　
一
九
五
三
年
）
参
照
。
本
解
説
に
お
い
て
、
赤
松
氏

は

『義
演
准
后
日
記
』
に
見
え
る
記
録
等
の
閲
覧
や
書
写
の
記
事
を
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
但
し
、
「宝
物
集
」
。
「願
文
集
」
書
写
の
年
次
が

「慶
長
十
二

年
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
誤
植
で
、
実
際
に
は
慶
長
十
二
年
条
に
記
事
が
あ

る
。
『義
演
准
后
日
記
』
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
謄
写
本

に
よ
り
確
認
し
た
。

（１１
）

『醍
醐
寺
文
書
』
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
写
真
帳
に
よ
り
確
認

し
た
。

（‐２
）

『東
寺
観
智
院
の
歴
史
と
美
術
―
名
宝
の
美
　
聖
教
の
精
華
―
』
東
寺
宝

物
館
、
二
〇
〇
三
年
。

（‐３
）

菅
原
為
適
が
願
文
集
を
書
写
し
、
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
資

料
は
他
に
も
あ
る
。
彰
考
館
蔵

「願
文
集
　
五
」
（東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
謄
写
本
に
て
確
認
）
は
、
文
明
十
四
年
か
ら
慶
長
十
五
年
ま
で
の
願
文
を

収
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

右
願
文
諷
誦
集
公
家
一
冊
百
三
十
八
紙
以
菅
諌
議
太
夫
為
適
卿
真
翰
令

謄
写
詑
再
三
校
合
畢
／
寛
永
甲
申
春
二
月
上
旬
／
侍
読
翰
林
学
士
菅
長

純

「願
文
集
　
工合

に
も
、

願
文
付
諷
誦
将
軍
家
旧
草

一
冊
三
十
七
紙
以
菅
諌
議
大
夫
為
適
卿
真
翰

令
謄
写
再
三
校
合
畢
／
寛
永
甲
申
春
二
月
既
望
／
侍
読
翰
林
学
士
菅
長

純

と
あ
り
、
寛
永
二
十

一
年

（
一
六
四
四
）、
菅
原
長
純
が
為
適
自
筆
本
を
書

写
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

（‐４
）

『東
寺
観
智
院
の
歴
史
と
美
術
―
名
宝
の
美
　
聖
教
の
精
華
―
』
東
寺
宝

物
館
、
二
〇
〇
三
年
。

（‐５
）

山
崎
誠

「江
都
督
納
言
願
文
集
供
文
」
「
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』

和
泉
書
院
、　
一
九
九
二
年
）
に
言
及
が
あ
る
。

［付
記
］

本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（若
手
研
究
⑪
）
に
よ
る
研
究

の
一
部
で
も
あ
る
。

―
本
学
特
任
研
究
員
―


